
  

２０１６年１２月号                             出席第一・奉仕第一・時間厳守 

     2016 年クラブ主題   「増強そして協調」 スクラム組んで前進だ  

 主 題 

国際会長     「私たちの未来は、今日より始まる」 

アジア地域会長「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事  「明日に向かって、今日動こう」 

富士山部長  「富士山のように大きな心で奉仕をしよう」 

 

１２月例会プログラム        

日時：12 月 14 日（水）１８：３０～    

場所：ホテルグランド富士                  

受付：仲澤昭夫君・河合重三君 

司会：菊池初彦君                          

 １．開会点鐘     鈴木靖巳会長                

 １．開会の辞     小林 徹君                 

 １．ワイズソング・ワイズの信条                  

 １．東日本区理事、富士山部長、会長主題の唱和           

 １．会長挨拶         鈴木靖巳会長、 

 １．ゲスト、ビジター紹介   鈴木靖巳会長 

１．クリスマス会     小澤嘉道親睦委員長              

 １．パーティー                        

 １．誕生日・結婚記念日 

 １．委員会報告 

１．書記・会計・事務局報告                                                     

 １．出席率・スマイル報告                     

 １．閉会の辞                             

 １．閉会点鐘         鈴木靖巳会長               

 12 月誕生日おめでとうございます 17 日井上暉英君                      

 12 月結婚おめでとうございます  11 日小澤嘉道君                 

                 15 日 小林 徹君          

 ● 事務所大掃除のお知らせ                                               

  12 月 25 日（日）11 時頃より実施します。                                                                                                                                                                                      

2016 年度役員 

会長     鈴木靖巳 

副会長    漆畑義彦 

副会長    井上暉英 

書記     吉澤廣美 

会計     高野 亨 

監事     仲澤昭夫 

監事     樫村好夫 

  11 月例会出席状況 

在籍者        ２０名 

功労会員        １名 

出席者        １４名 

出席率        ７４％ 

ゲスト、ビジター    １名 

メネット        ０名 

スマイル   １４，０００円 

ＣＳ基金    ４，６８０円                        

《11 月結婚記念日のメンバーの皆様》 

                        

２０１６年度基本聖句  
ともし火をともして升の下に置くものはいない。 

燭台の上に置く。そうすれば、家の中のもの 

すべてを照らすのである。そのようにあなた 

がたの光を人々の前に輝かしなさい。 

 （マタイによる福音書５章１５節－１６節） 
                                        



１１月例会報告                                            ブリテン委員  増田 隆 

定刻になり高野ワイズの司会で 11月例会が開催されました。鈴木会長の開会点鐘、岩辺ワイズが欠席のため 

矢部ワイズの開会の辞となりました。ワイズソング、ワイズの信条そして東日本区理事、富士山部長、会長主題 

の唱和と続き鈴木会長の挨拶があり増田ワイズの食前の感謝の後、食事となりました。今月の卓話者は元、小学 

校の校長先生の加藤昭夫様です。「瑞穂の国」の米文化というお話をしていただきました。小学校の先生をお勤め 

なされてということで話し方もやさしさが溢れていました。日本の国の美称は「豊葦原千五百秋瑞穂国（とよあ 

しはらのちいおあきのみずほのくに）」と言われ『古事記』や『日本書紀』にも出てくるそうです。日本では古来 

お米は神様からの授かりものであるとされていて、米には強い霊力あると古代人は信じていたようです。次に先 

生のお米（おむすび）と富士山の関係の新聞記事は興味がありました。富士山は穀聚山（こくしゅうざん）とも 

呼ばれているそうです。『富士山大縁起』の中に「其ノ形、穀聚ノ如シ」と書かれておりその形があたかも米穀を 

取り集めて盛り上がった形に似ているところから名付けられたといわれているそうです。米を両手ですくい、手 

をちょっと話した隙間からサラサラとこぼすと富士山のような形になります。富士山は他に「蹲踞山」「般若山」 

「妙高山」「天童山」「不老山」などたくさんの呼び方がありそれだけ古来より人々に畏敬の念をもたれ、信仰の 

対象として親しまれてきた山だそうです。日本は瑞穂の国で日本人の食生活や食文化の原点は米です。ご販をに 

ぎって作ったものに、「おにぎり」と「おむすび」があり一般的におにぎりは丸型、おむすびは三角形と言われて 

います。先生はおにぎりとおむすびはどう違うのか調べたそうです。「西日本ではおにぎり、東日本ではおむすび 

と呼ばれている」「おにぎりは『握り飯』に由来し、庶民の言葉だつた」「丸型で海苔を全面にまいたのがおにぎり 

で三角計型で海苔を一部に巻くのがおむすび」「おにぎりの起源は平安時代の『頓食』という食べ物である」「おに 

ぎりの呼び名は江戸時代からでそれ以前はおむすびと呼ばれていた」「おにぎりは『鬼を切る』という言葉からき 

ている。魔除けの効果もあるという」「昔の日本人は山を神格化していた。その神の力を授かるために米を山型に 

作って食べた。それがおむすびの始まりである」どれが本当かわからないが面白いですね。それだけ昔から人々 

の生活の中に密着していた食べ物と先生は言っています。今富士市ではコメを主食とした「日本型食生活」を推 

進するため、富士山と三角型おむすびを合わせて「富士山おむすび計画」を展開しています。私たちは普通におむ 

すびを作っているが家族が健康で楽しく生活ができる事を神様に念じながらおむすびを作っているかもしれない 

というところが印象的でした。お米を中心に日本の行事は行われています。日本の祭りは春祭りと秋祭りが基本 

だそうです。春は豊作祈願、秋は豊作感謝、春には田の神様が里に下りてきて、秋には山に帰るということで全 

国各地で様々な祭りが繰り広げられます。夏祭りは疫病退散を願い行われます。このように加藤先生から大変貴重 

なお話をお聞かせ頂きありがとうございました。この後、各報告、鈴木会長の閉会点鐘で 11例会は終了しました。 

11月役員会報告                               書記 吉澤廣美 

１．12 月クリスマス例会の件。例会後にクリスマス家族会を行います。楽しい会になりますように小澤親睦委員 

が企画を練っています。 

２．甲府クラブとの交流会は 2017 年 1月 28 日（土）下部ホテルを案として甲府クラブと話し合います。ＤＢＣ 

委員会と三役が担当します。 

３．クリーン作戦を今期は大学女子駅伝 12/30（金）の前の 12/25（日）にロゼシアターから市役所通りで行う事 

に決まりました。ＣＳ委員長の了解を取りました。なお、大学女子駅伝ボランティアに富士クラブより 12 名 

参加登録がありました。清掃終了後、いつもお世話になっている事務所の大掃除を行います。 

４．沼津クラブ親睦ゴルフコンペ 12/13（火）参加者を募りましたところ、3～4名のメンバーが手をあげました。 

 

プルタブの整理 

 11 月の役員会に於いて、事務所に保管してある「プルタブ」を 12月 25 日の大掃除の時、整理して 

 今期中に換金し、不足分はクラブで補充して車椅子等を購入することになりました。 

 メンバーの皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 



 

 

 

 


